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『
法
政
史
学
」
の
第
五
○
号
刊
行
を
記
念
し
て
一
九
九
八
年
六
月
一
三
日
、
法
政
大
学
市
ヶ
谷
校
地
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
は
、
博
物
館
や
文
化
財
保
護
事
業
に
た
ず
さ
わ
る
多
く
の
会
員
の
参
加
を
得
て
成
功
裡
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
古
文
書
・
絵
画
・
遺
跡
・
考
古
資
料
・
建
造
物
・
「
土
木
文
化
財
」
な
ど
と
多
種
多
様
な
文
化
財
に
つ
い
て
の
調
査
・
保
存
・
研
究
・
活
用
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は
『
法
政
史
学
』
第
五
二
号
（
’
九
九
九
年
九
月
）
の
特
集
号
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
法
政
大
学
史
学
会
大
会
（
二
○
○
｜
年
一
二
月
一
八
日
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
前
回
の
続
編
（
パ
ー
ト
Ⅱ
）
と
し
て
企
画
さ
れ
た
が
、
そ
れとは異なって検討の対象を「古文書と記録（古記録）」に絞り、文字・言語資料としての木簡・墨書土器・古文書・記録
な
ら
び
に
絵
画
に
つ
い
て
の
「
調
査
・
保
存
・
研
究
・
活
用
の
現
状
と
課
題
」
を
、
各
々
の
立
場
か
ら
発
表
・
論
議
す
る
場
と
し
て
み
た
。
ところで、われわれが検討の対象とした古文書や記録は、文化財保護法でいうと有形文化財にあたる。保護法の第二条
は、文化財を①有形文化財、②無形文化財、③民俗文化財、④記念物、⑤伝統的建造物群という五つの類型に分け、この
ほかに⑥土地に埋蔵されている文化財を埋蔵文化財（第五七条第一項）、⑦文化財の保存のために欠く事のできない技術・
技
能
で
保
存
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
選
定
保
存
技
術
（
第
八
三
条
の
四
の
第
一
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
有
形
文
化
財
は、「我が国にとって歴史上又は芸術上価値の高い」①建造物、②絵画、③彫刻、④工芸品、⑤書跡、⑥典籍、⑦古文書、
⑧「その他（古文書以外）の有形の文化的所産」、⑨考古資料、⑩「その他（考古資料以外）の学術上価値の高い」歴史資
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料
に
分
け
ら
れ
、
建
造
物
以
外
の
指
定
文
化
財
を
重
要
文
化
財
・
美
術
工
芸
品
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
さ
て
今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
対
象
と
な
っ
た
古
文
書
や
記
録
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
右
の
よ
う
な
、
国
が
保
護
す
べ
き
文
化
財
の
範
嶢
に
入
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
国
が
指
定
対象とするのは「我が国にとって歴史上又は芸術上価値の高い」・「学術上価値の高い」文化財だからである。しかしなが
ら
戦
後
歴
史
学
が
課
題
と
し
て
き
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
文
化
財
に
基
づ
く
、
国
を
動
か
し
た
一
部
の
政
治
家
や
官
僚
の
た
め
の
歴
史
で
は
な
く
、
有
史
以
来
、
こ
の
列
島
に
生
き
た
普
通
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
き
た
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
歴
史
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ポ
リ
シ
ー
に
支
え
ら
れ
た
歴
史
資
料
の
保
存
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
化
財
に
対
す
る
国
の
政
策
上
の
姿
勢
は
「
優
品
主
義
」
と
称
さ
れ
て
批
判
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
優
品
主
義
」
に
対
し
て
、
基
本
的
に
は
全
て
の
文
化
財
に
網
掛
け
を
し
て
保
護
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
文
化
財
登
録
制
度
を
創
始
し
、
文
化
財
の
価
値
に
優
劣
の
差
別
は
存
在
し
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
登
録
制
度
を
中
心
と
す
る
文
化
財
の
保
護
事
業
に
取
り
組
む
東
京
の
特
別
区
や
一
部
の
自
治
体
も
あ
っ
た
。
古
文
書
や
記
録
の
保
存
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
’
二
月
、
法
律
第
百
十
五
号
と
し
て
成
立
し
た
公
文
書
館
法
で
あ
ろ
う
。
公
文
書
館
法
は
、
国
や
自
治
体
が
保
管
す
る
公
文
書
、
そ
の
他
の
非
現
用
の
記
録
を
、
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
・
利
用
す
る
こ
と
を
保
証
し
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
国
や
自
治
体
に
課
す
法
律
で
、
議
員
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
歴
史
資
料
に
は
右
の
ほ
か
に
古
文
書
や
私
文
書
（
企
業
・
労
働
組
合
の
文
書
、
そ
の
他
の
団
体
の
文
書
、
等
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
文
書
館
法
で
対
象
と
す
る
歴
史
資
料
は
、
文
化
財
保
護
法
で
定
義
さ
れ
る
⑦
．
⑧
．
⑨
．
⑩
よ
り
社
会
的
に
遇
か
に
深
く
幅
広
い
史
料
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
文
書
館
法
の
制
定
は
全
国
各
地
の
自
治
体
で
公
文
書
館
の
設
置
を
促
し
た
が
、
こ
の
結
果
、
史
料
学
も
単
に
古
文
書
・
記
録
を
利
用
す
る
立
場
か
ら
だ
け
の
従
来
の
史
料
学
（
史
料
批
判
）
で
は
な
く
、
古
文
書
・
記
録
の
出
所
原
則
や
原
秩
序
尊
重
原
則
を
視
野
に
入
れ
た
保
存
・
管
理
・
公
開
（
閲
覧
）
の
学
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
史
料
批
判
の
学
と
し
て
の
史
料
学
が
志
向
さ
れ
、
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
的
な
草
の
根
に
よ
る
歴
史
資
料
の
現
地
保
存
運
動
と
も
結
び
つ
い
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
討
議
さ
れ
た
内
容
は
、
公
文
書
館
法
制
定
以
後
、
こ
の
法
律
で
定
義
さ
れ
た
歴
史
資
料
を
め
ぐ
る
研
究
の
影
響
や
保
存
運
動
と
も
深
い
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
れ
以
上
の
点
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
以
上
の
よ
う
な
近
年
の
趨
勢
を
背
景
と
し
て
議
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
付
記
し
、
問
題
提
起
の
詞
に
か
え
た
い
。
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史
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